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The Japanese Pharmacopoeia Seventeenth Edition prescribes that Oriental Bezoar is a stone 
formed in the gall sac of Bos taurus Linne var. domesticus Gmelin. It is used for the purpose of 
alleviation of fever, antispasmodic and cardiotonic effect. 
It is a very expensive crude drug. Prices vary considerably depending on producing areas and 
grades, and quality evaluation by origins, grades, color, odor, forms, and weight mainly using the 
five senses is not easy. It requires technical knowledge and experience evaluators need long-term 
training and it causes lack of skilled sensory evaluators.  
It is effective to predict sensory evaluation by finger prints identified by instrumental analysis to 
settle solve this problem. Therefore, we developed a prediction model of sensory evaluation by 
simpler operations with wildly-used HPLC. We confirmed that this model can assess the quality of 
Oriental Bezoar like the skilled evaluators. 
 



































第 2 章では，第 1 章で示した生産国と牛の種類に基づく品質評価にこれまでの 45 年間の品質評価の経




第 3 章から第 5 章では，これら 31 検体について，成分含量（JP17），灰分，ビリルビン含量及び HPLC
による抱合胆汁酸の分析を実施した． 
第 6 章では，第 2 章から第 5 章で得た結果（官能評価及び各分析結果）を解析し，官能評価と成分含
量やビリルビン含量の関係を明らかにした．加えて，産地や等級とこれらの分析結果との関係を明らか
にした． 
	 最後に第 7 章では，多変量解析による官能評価予測モデルを構築し，熟練を要する官能評価の結果を




















（2）オーストラリア産（18 検体）の等級（A 級～D 級）と成分含量，ビリルビン含量との関係 
1）成分含量と等級に有意な差は認められなかった（p<0.05）．但し，等級の低いもの（C 級, D 級）
の数値が高かった（A 級：33.52±4.14，B 級：33.37±2.84，C 級：39.47±4.21，D 級：39.75
±7.42）． 
2）ビリルビン含量は，A 級（41.84±3.33），B 級（39.79±5.93）及び C 級（39.92±7.10）が D
級（19.75±2.96）より有意に高い結果が得られたが，A 級，B 級及び C 級には有意な差は認めら
れなかった（p<0.05）． 
（3）官能評価結果と各分析結果の相関関係 
1）全 31 検体においてもオーストラリア産に限定した 19 検体においても官能評価結果とビリルビン
含量に有意な正の相関関係が認められた（p<0.01）． 







HPLC 分析で求められたビリルビン含量（％）と指定した 5 ピークのピーク高さの 6 変数を用い
た PCA の PC1 において，官能評価 S 及び A と C，D について，評価に応じた良好な分離を呈する


























た、（５）HPLC によるビリルビン含量（％）と指定 5 ピーク高の 6 変数を用いる PLS 回
帰モデルが官能評価の結果を予測できること、を明らかにした。以上、本研究は市場での牛
黄の評価について機器分析データをもとに数値化し、官能評価結果を予測できることを示し
た初めての報告である。これらの成果は学術的な重要性、日本の生薬流通業界における貢献
も大きく、審査委員会は本論文が博士（創薬科学）に値すると判断した。 
 
 
